
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3014 

 

令和 5年度 工業科（機械系機械設計専科） 

 

教科 工業 科目 機械設計実習 単位数 ５単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 3 年機械系実習指導書、2年機械系実習指導書（藤井寺工科高校機械系編集） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

機械設計実習は、機械技術者として必要な技術や論理感を身に付けますが、機械設計に関する内

容の実習も含まれます。実習の中では、機械製図や機械設計、機械工作などの専門に関する座学

や、理科、数学などの教科で学んだことを活用し、学習の効果を高めるよう工夫しましょう。ま

た、授業で学んだことが資格取得につながることもあります。実社会で活躍できるエンジニアに

なることを目標に安全面に気を配り真摯に取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

CAD/CAM と NC 工作機械や自動制御、そして材料試験などに関する基礎的・基本的な知識と技術を

習得させ、現代社会における工業の意義や役割を理解させるとともに、工業技術の諸問題を主体

的、合理的にかつ倫理観をもって解決し、工業と社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度

を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自動機械を中心とし

た機械技術に関する

課題について関心を

もち、その改善・向上

をめざして主体的に

取り組もうとすると

ともに、実践的な態

度を身に付けてい

る。 

自動機械を中心とし

た機械技術に関する

諸問題の解決をめざ

して思考を深め、基

礎的・基本的な知識

と技術を基に、技術

者として適切に判断

し、表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

自動機械を中心とし

た機械技術に関する

基礎的・基本的な技

術を身に付け、環境

に配慮し、ものづく

りを合理的に計画

し、その技術を適切

に活用している。 

自動機械を中心と

した機械技術に関

する基礎的・基本的

な知識を身に付け、

現代社会における

工業の意義や役割

を理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

報告書の記述 

製作品あるいは実験

結果の内容などを総

合的に評価 

学習状況の観察 

報告書の記述 

製作品あるいは実験

結果の内容などを総

合的に評価 

学習状況の観察 

報告書の記述 

製作品あるいは実験

結果の内容などを総

合的に評価 

 

学習状況の観察 

報告書の記述 

製作品あるいは実験

結果の内容などを総

合的に評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

シ
ョ
ッ
プ
１ 

自
動
制
御 

・自動制御の概要 

・空気圧制御 

・空気圧基本回路実習と 

タイムチャート 

・各基本実習の課題 

・PC 制御（無接点回路） 

〇 〇 〇 〇 a:制御を行う方法・目的さら

に使用される分野に興味

をもち、作業に意欲的に取

り組む態度を身に付ける。 

 

b:空気圧回路図とその機器

を対応させ結線の基本作

業を修得する。制御の動

作を図式的に表す方法を

学習する。 

 

c:シーケンス回路図とその

機器を対応させ結線を理

解し身に付ける。 

動作から回路を順路立て

設計する技能を養う。 

 

d:互いに協力して基本実習

課題に取り組む姿勢を身

に付ける。 

学 習 状 況

の観察 

報 告 書 の

記述 

製 作 品 の

結 果 の 内

容 な ど を

総 合 的 に

評価 

シ
ョ
ッ
プ
２ 

Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
実
習 

・FA について 

・マシニングセンタの取り

扱いについて 

・アームロボットの取り扱

いについて 

・CAM ソフトによる、加工

プログラムの構築 

・シミュレーションによる検

証 

・作品の評価と成果表現 

・安全作業 

 報告書の作成等 

〇 〇 〇 〇 a:マシニングセンタに関心を

もち、意欲的に取り組み、

安全に作業を進めることが

えきる。  

 

b:無人運転を行う上で、効

率や生産性を検討し、その

解決に向け条件設定する

能力が身に付いている。  

 

c:各機械の基礎的・基本的

な技術・技能を身に付け、

統合（セル）運転が計画で

きる。 

 

d:基礎的・基本的な知識を

身に付け、現代社会におけ

る FA の意義や役割を理解

している。 

学 習 状 況

の観察 

報 告 書 の

記述 

製 作 品 の

結 果 の 内

容 な ど を

総 合 的 に

評価 
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シ
ョ
ッ
プ
３ 

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ 

・３次元 CADの特徴 

・モデリングについて 

・CAMの特徴 

・切削工程について 

・切削の原理 

・切削工具の選択 

・シミュレーションによる検

証 

・作品の評価と成果表現 

・安全作業、報連相 

〇 〇 〇 〇 a:３DCAD/CAM に関心をも

ち、意欲的に取り組み、安

全に作業を進めることがで

きる。 

 

b:加工条件の違いが加工面

仕上がりや刃物の寿命（破

損）などに与える影響を判

断し、その解決に向け条件

設定する能力が身に付い

ている。 

 

c:基礎的・基本的な技術を

身に付けるとともに、加工

手順（工程）を合理的に計

画することができる。 

 

d:基礎的・基本的な知識を

身に付け、現代社会にお

ける NC 工作機械の意義

や役割を理解している。 

学 習 状 況

の観察 

報 告 書 の

記述 

製 作 品 あ

る い は 実

験 結 果 の

内 容 な ど

を 総 合 的

に評価 

シ
ョ
ッ
プ
４ 

材
料
試
験 

・硬さ試験の目的、方法、 

 実施と結果の解析 

・衝撃試験目的、方法、 

 実施と結果の解析 

・引張試験の目的、方

法、実施と結果の解析 

・鋼の熱処理の目的、方

法、実施と結果の解析 

〇 〇 〇 〇 a:機械工作で学習した工業

材料の性質を理解し、各

材料試験の意義に関心を

もち、意欲的に取り組み、

安全に作業を進めることが

できる。  

 

b:各試験方法をよく理解し

装置を正しく操作し得られ

た結果を適切に報告する

ことができる。 

 

c:基礎的・基本的な試料作

成や装置の操作方法を身

に付け、再現ある結果を得

る手順を実行できる。 

 

d:基礎的・基本的な知識を

身に付け、材料の使用目

的に応じた材料試験方法

を理解している。 

学 習 状 況

の観察 

報 告 書 の

記述 

製 作 品 あ

る い は 実

験 結 果 の

内 容 な ど

を 総 合 的

に評価 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


